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わが社のダイバーシティマネジメントを考える 
―外国人との共生を見据えて― 

 
株式会社三共製作所 代表取締役社長  松本 輝雅 

 

 

 

 

 

 

●はじめに 

今日のメニューですけれども、自己紹介をさせていただ

いて、そのあと国内人材の実情、海外人材、国際化につい

て、という感じでお話していきたいと思います。 

まず、動画をご覧ください。 

Ａ：人手不足が進む中、外国人材の受け入れが 4 月から

拡大され、さらに多くの外国人が日働きに来るようになり

ます。 

Ｂ：現状はどうなのか、こちらのグラフで見ていきます。

既に日本で働いている外国人の割合いをグラフで示した

ものなのですが、この中の 4 割ほど、多くを占めているの

が、アルバイトとして働く留学生、そして技能実習生なの

です。 

Ａ：全体の 4 割を占めているということです。今日は、

既に大阪で働く技能実習生の現場を見て、外国人材の受け

入れ拡大で、今後どのような対応が求められるか考えてみ

ます。 

松本：これはうちの会社です。 

Ｄ：東大阪市にあるアパートの一室です。食事をともに

しているのは、それぞれ国籍の異なる 10 代の女性たちで

す。 

Ｅ：私たち 2 人はネパール人、こちらの 3 人はスリラン

カ人で、さらにこちらの 3 人はミャンマー人です。 

Ｄ：女性たちが働いている東大阪市の金属加工の会社で

す。技能実習生として自動車などの精密部品を製造してい

ます。技能実習は、外国人が日本で働きながら技術を学ぶ

制度です。関西だけでも 3 万 5,000 人ほどいます。この会

社では、技能実習生などの外国人が従業員の 6 割を超えて

います。精密機械の操作など、専門的な仕事を任されてい

る人もいます。 

Ｆ：仕事は難しくないです、もう慣れてるから。 

Ｇ：難しい言葉とか仕事とか教えてもらったから、もう

大丈夫です。 

Ｄ：外国人がここまで増えたのは、深刻な人手不足が理

由だと言います。 

松本：ここにマイナビさんに広告を出した結果があるの

ですけれども、約 40 日間、広告を出しました。実際に来

られたのは、2 から 3 名だったと思います。 

Ｄ：製造業の中小企業は、「3K 職場」などとして、日本 

 

 

 

 

 

 

 

の若い世代からは敬遠されがちです。このため会社では実

習生などのかたちで、20 年ほど前から外国人を受け入れ

ています。今では欠かせない存在です。 

松本：ほぼ彼女たちは不良ゼロなのです。1 か月通して

ずっと同じ作業でもミスをしない。外国人が入ってこなけ

れば、いずれ高齢化に行き詰まってしまうという恐怖を感

じます。 

Ｄ：しかし、実習生の受け入れをめぐっては、各地で問

題が起きています。劣悪な労働環境から実習生が失踪する

ケースも少なくありません。そのため、この会社では、実

習生の生活支援に力を入れています。これは会社の寮です。

共同で生活をしています。実習生の大半は、より多くの収

入を求めて日本に来ているといいます。スリランカから来

たマユミ・コシラさんです。同じスリランカ出身の 2 人と

相部屋での生活です。母国には年老いた両親を残していま

す。母親は心臓が悪いため、治療費なども含めて毎月 10

万円ほどの仕送りしています。 

マユミ・コシラ：私のお母さんとお父さんは、ちょっと

年を取っているから、病気もあるし。私が頑張って仕事を

しているとお金を送れるし。 

Ｄ：会社が生活を支援する背景には、多くの実習生が、

仕送りなどをしながら働く状況もあるのです。ただ、実習

生は、会社にとっては人手不足の中で呼び寄せた貴重な労

働力です。 

Ｈ：今から日本語の勉強をしましょう。 

Ｃ：はい。初めて日本に来たのは 5 年前の春です。 

Ｄ：力を入れているのが、日本語の習得です。毎週 2

回、専門の講師を招いて、日本語教室を開いています。日

本語を身につけることが、技術をいち早く習得することに

もつながるからです。 

Ｉ：漢字は難しいですけどおもしろい。 

Ｊ：だんだん慣れてきましたから大丈夫です。 

Ｄ：松本社長は実習生に加えて、会社の中核を担う社員

にも外国人を採用していきたいと考えています。 

松本：全てのシーンで人が足らないんですね。ますます

これから厳しくなってくると思います。私たちのような金

属系の会社も外国人がつくる時代が来ていると思います

けど、もう既に。 

Ａ：人材が足らない現場で、本当にもう外国の人材はな

くてはならない存在になっているんですね。 
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建畠：はい、人手不足が深刻な中、VTR で紹介した技能

実習生などが既に貴重な働き手になっているのです。さら

に 4 月からは、より多くの外国人がこれまでとは違う新た

な資格で日本に働きに来るようになります。具体的には、

こちらですけれども、特定技能という資格で、14 の業種

が対象です。これまで、技能実習の制度では認められてい

なかった外食業、それから宿泊業などでも多くの外国人が

働きに来ることになります。今後 5 年間で 34 万人あまり

の受け入れが計画されているのです。 

Ｂ：34 万人というと相当な数ですけれども、対応する

体制はできているのでしょうか。 

建畠：国は日本に来る外国人に、事前に母国で日本語の

試験を受けてもらったり、全国 100 か所に相談窓口を設け

たりして、仕事や日常生活で困ることがないようにしたい

としています。ほかにも、事業や教育など、さまざまな分

野はじめ、地域の中で直接に接する私たちも含めて、外国

人の方を受け入れる環境を整えていく必要があります。 

Ａ：ここまで外国人材の受け入れについて、建畠記者が

お伝えしました。 

松本：NHK が 3 から 4 年前に来まして、撮ってくれた画

像。寮のことも、日本語の先生のことも、全部うちの会社

なんですけど、包み隠しなく全部お見せしまして、今の画

像ができました。とても上手にできていると思います。 

 

●自己紹介 

私についてですけども、私は 1 度大学を出まして、それ

から、49 歳のときに思い立って、同志社大学のビジネス

研究科に入学しました。MBA を取得しまして、それで終わ

ってしまうのはちょっともったいないと思い、博士課程に

進みました。とても大変な日々を送りましたけれども、10

年目にやっと博士号を取ることができて、その結果、いろ

いろと学会にちょっと顔ができたり、先ほどのニュースじ

ゃないですけども、いろいろなマスコミの方と関係ができ

たりして広がっていっていると。ただ単に自己満足で勉強

しただけではないというふうに思っています。もし、皆さ

んも縁がありましたら、ぜひ今後、大学ではなくて、もう

少し自分の興味の方向を向いた勉強をされることをぜひ

お勧めいたします。これは個人ごとですけど、「昔、実は

アイススケートをやっておりまして、国体にも出たことあ

ります」という話をしましたら、皆さん私の風体を見て、

「アイスホッケーですか」って、まず返ってくるんですけ

ど、「違います」って言ったら、大概が「スピードスケー

トですか」って言うんですけど、これも違います。実はフ

ィギュアスケートをやってました。当時はもうもっとスリ

ム、20 キロぐらいスリム。当時のことですから 2 回転半

ジャンプとかやってまして、冗談で 3 回転なんかもやって

たことあるんですけども、そういうことを経てきています。

これは修験道という行なんですけれども、実はこれをもう

約 30 年やっております。こういう装束を着て、山に上が

ったり、滝行をしたり、お経を唱えたり。修行をして、自

分の持ってる本性を持っている能力を外に出すという、そ

ういう思想のものです。ですから、私はそこまでやってな

いですけど、山伏の人が何日も山に登って修行して、その

うちいろんな能力が芽生えてくると。例えば、人の病気を

治すことができるようになったり、あまり言い過ぎたら何

かオカルトみたいになってくるんですけれども、実際そん

なのは見たことがあるような。それとか、将来が見えてく

るという人も見たことがあります。うそみたいですけども、

私は本当と信じておりますけども、そういうことを趣味と

いうか、人生の別枠として、実はずっと続けております。 

 

●ビジネスの展開 

ビジネスのほうですけれども、三共製作所というのはち

ょっと古いので、実は 90 年を超えています。金属づくり、

ものづくりの三共製作所というのを中核にして、実は別に

これだけあります。大正というのは人材ビジネス。ものづ

くりには人材というのは欠かせなので、これをビジネスに

して中に持ってしまおうというのがこの会社です。先ほど

の技能実習生とか、外国人の技術者であるとか、特定技能

とか、こういう人たちを扱うところです。一般の会社では

実はできませんで、協同組合というものを通してでないと、

一般には入れないので、こういう組合を私たちが主体でつ

くりまして、それを経営しているというのが今です。あと、

サンキョウティー・キューという三共製作所とほぼ似てい

るんですけれども、金属切削で、純粋にものをつくるだけ。

間接・管理部門というのは全部三共が持っています。ただ

単に高性能のものをつくるという純粋な会社として、この

ティー・キューっていうのをつくりました。それともう一

つ、BASIC 日本語学院という、海外の方を主体にした日本

語学校を持っております。主体っていうか、海外の方だけ

ですけどね。今、ベトナム人、スリランカ人、ウズベキス

タン人、インドネシア人、その他もろもろで、多分 8 か国

人いると思います。キルギスという国、あまり日本では有

名ではないんですけど、受け入れようとしています。で、

なぜキルギスかという話なんですけども。キルギス人とい

うのは、風体、見た感じが日本人にそっくりな民族らしい

んです。世界一似ていると言われています。そういう人た

ちに会ってみたいよなっていう、そんな単純な発想なんで

すけど、たまたま NHK でキルギスの話をしていまして、内

陸にあるんで産業がないし、日本に留学行きたい人もたく

さんいます。日本語ブームもできています。ちょっとキル

ギスに面白さを感じています。早速社内で話をしたところ、
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キルギスの大使館に行って大使と会って、うちの社員が話

をしてきました。あまり、キルギスっていうのはポピュラ

ーじゃないんで、日本人として名乗りあげた 2 番目がうち

の会社らしいです。 

 

●三共グループ 

会社は 1929 年創業で、資本金が 1,000 万。従業員数が、

現在、170 ほどいると思います。自動車部品とか、防災、

住宅、油圧、変圧器、金属部品をつくっています。東大阪

市の鴻池に本社があり、箕輪というところに工場がありま

す。BASIC というのは大阪の大正区にあります。もともと

大正区出身なんで、そこにあった工場を改造して、日本語

学校をつくっております。年間売り上げが 18 億から 20

億円ぐらいです。ここが本社の事務部門、管理部門がこの

上にありまして、ここは基本的に倉庫、そしてこれが工場

です。先ほど言いました箕輪というところにも、ここより

少し大きい工場があります。部分的ですけど、こんな感じ

で集合写真を撮りました。この中にも、例えばこれドイツ

人の方がベルギー工科大学からしばらく来て日本にいま

した。ジュリコさんというとても優秀な子でした。その他

ブラジル人、カンボジア人、この中だけでも 10 カ国ぐら

いいるはずなんですが、集まったらこんな感じです。うち

の会社は、どこの外国人国ということは関係なくて、一緒

になって食事もするし、一緒になって仕事もするし、一緒

になって話もして、冗談も言ってっていうような感じです。

結構外国の人はノリがいいので、結構笑ってくれます。こ

んな感じがうちの会社のイメージです。よくあるのは、働

かして、強制的にやらしてとか、悪いイメージで捉える人

いるんですけど、全然そんなことはなくて、とても皆さん

仲がいいですし。例えば先ほどの女子の寮のネパール人と

ミャンマー人とスリランカ人が、一緒に手をつないで買い

物に行くなんていうこと、一般的に起こっています。で、

先ほど食事の風景出ましたけど、一般的に、ああいうふう

にみんなでつくって食べています。ただ、東南アジアなん

カレーは好きなんですけど、みんな、スリランカのカレー、

インドネシアのカレー、何とかのカレーって、全然味が違

うので、さすが自分たちは自分たちでつくっているという、

そんな感じがしますけれども、とてもよい雰囲気で過ごし

ていると思います。 

金属加工というのは、給湯器の部品とか、油圧、建設機

械です。これは消火器ですけれども。これは、自動車部品

です。これは IT 関係ですけど。少々写真が古いのですけ

れども、今とは違いますけども、あらゆる業界の鉄のであ

ったり、ステンレスであったり、コバールという独特の材

料であったり、いろいろと加工しております。どこどこの

協会に偏り過ぎるっていうことは、強さであって、弱さで

あると思うんで、私たちは業界にこだわらないというか、

業界をあえてまたいで動いています。できるだけ 1 業種 1

社で貫き通したいと思っているんですけど、なかなかそう

はいきません。自動車が最近増えているようですけれども。

お客さんが 153 社から 158 社ほどです。 

これもうちの会社の写真ですけど、ブラジル人、インド

ネシア人、スペイン人の方々です。普通に写真を撮ったら、

こんな人数になるんです。日本人のほうが少ない。 

 

●独自性 

先ほどの話ですけども、どうしても日本の下請けシステ

ムというのは、お客さんがいて、その下に孫請けがあった

り、だんだん階層が下になるというのが一般的なものです。

大企業あって、子企業があって、孫企業があってと、こん

なイメージなんですけど、これはとても不合理なんです。

どこかで切れたら困るんで、この人たちは、もうヒヤヒヤ、

ハラハラの生活のはずなんです。私たちは、お客さんを選

択してるというイメージです。その下に、もちろん私たち

が発注するもとでもあるんで。こうなったときに、例えば

ここの線が切れても、全然怖くないんです。ここの線が切

れても怖くないんですね。また、1 つつくればいい。大体

年間 2～3 社ずつ増やしていますので、この大企業 A、B、

C、D、E も、2 から 3 社が毎年増えていって、あんまり切

れることないです。ゼロではないですけど、ほとんど切れ

ることはないです。こういうのが私の考え方、イメージで

す。 

少し余談ですけども、国際交流活動というのも実はやっ

ていまして、これも少し古いですけども、色々な方たちや

大学の方たちとか、このときには確か静岡大学の教授が参

加されました。この方は遠藤秀平さんという、神戸大学大

学院の教授です。この方は、京都の先端技術の会社の課長

さんです。その他、企業の社長さんとか、色々な方が参加

されるツアーを主催しています。このツアーの面白いとこ

ろが何個かあるんですけども、1 つは、とても値段がリー

ズナブルです。普通こういうツアーだったら、20 万ぐら

い取ったりするんですけども、私たちは 10 万ぐらいで行

けてしまいます。なぜかといったら、利益が目的でもない

し、私たちの費用は私たちが出しているので、1 人あたり

必要な経費だけ分担していただいてるという、そんなイメ

ージでとても安い。それと、現地で企業訪問が必ずセット

になっています。現地企業、大体日系が多いんですけども、

日系企業の方と直接いろいろとお話をしていただいたり、

できたら夜、そこの社長に来ていただいて、一緒に食事を

とるということもよくやります。海外に進出のこととか、

ここの国、実はどんな難しさがありますかとか、賃金は実

はいくらなんですかとか、共産党は難しくないですかとか、
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という話しする機会を設けます。ですから、とても面白か

ったとか、勉強になりましたという評価が高いです。で、

大阪府の外郭の方が、手を組んでくれというふうに言われ

たことがあります。私たちは、そんな手を組むも何も、私

たちだけでやっているので、もし、参加されたい人がおり

ましたら、紹介してください、その費用分担で行ってもら

いますからという話をします。手を組むというふうではな

いけども、こういう活動もやっております。 

これは、先ほど言いました神戸大学の大学院教授、遠藤

秀平さんという方ですけども。最近実は独立されて、教授

を辞められて、遠藤秀平設計事務所に専念されて、かなり

有名な活動をされています。 

 

●製造業イノベーション 

私が大学院で研究したのは、イノベーションダイヤグラ

ムというものです。知の具現化と知の創造ということが世

の中にあります。知の具現化というのは、実際、例えばビ

デオカメラだったら、それをどうつくるか、一般的に企業

では開発というところです。何かのものを、ビデオだった

らビデオをどうやって安くつくるかというのが、この世界

です。何かを既存の知を価値づけられた技術で、ポールを

立てていく。売り上げを伸ばしていくとかっていうのがこ

のイメージです。知の創造っていうのは、研究です。例え

ば青色ダイオードなんかは、こっちの世界です。今までな

かったものをつくろうと。これには絶対利益が伴わないん

ですけれども、もちろん後ほど利益になるんですけども、

はっきり分からないと。それを研究することで、これとこ

れの相関で、何か付加価値のあるものが出てくるよという

のが、このイノベーションダイヤグラムなんです。 

東大阪をはじめとする製造業で、飛びぬけて珍しい企業

があります。飛びぬけて利益の高い企業があり、それが私

の計算では 129 社日本には実はありまして、金属加工業で

その 129 社のうちの 12 社。 

例えば東大阪だとフセラシという会社があります。また、

タカコというのが、元東大阪にありました。今は京都が本

社になっています。こういう企業のトップ、社長とか会長

とかにインタビューしまして、その企業はどうして伸びて

いたかという分析をしたのが、この私の研究です。大阪に

全部あるわけでなくて、これは京都ですし、これは金沢で

すし、これは大阪です。これは山形ですし、これは山梨で

すし、日本中走り回って、お願いしてインタビューして、

できてきたものがこれです。よく似た研究をされてる方っ

ていうのは実はあまりいなくて。2 月 3 日にも少しセミナ

ーやってほしいって言われてるんですけど、これについて

特化したセミナーをやることになっていますけど、これが

私の研究してきたことです。 

●近頃の人材について 

今、企業というのは人が全然足らないです。特に若い人

たちが足らない。製造業に来る人が少ない。もともと少な

い上に、製造業が少ないので、大変困っています。大手企

業でも困っている。中小企業なんて、特に困ってるはずで

すし、ましてや、今まさにオミクロン株で、海外から人が

入ってこない。要するに、もともとこういう状況に、海外

から入ってくる人たちを止めてしまったから、こういうこ

とが極論で起きてると。 

私たちは、実はずっと以前、もう 20 年ぐらい前、30 年

ぐらい前から外国人に目をつけてやっています。なぜかと

いうと、昔、バブルがあったんです。皆さん、バブルのこ

ろは知らないと思うんですけども。坪 300 万の土地が翌日

になったら坪 400 万になっているという世界だったです。

そんなときに、人はもう、お金の高いほう、高いほうへ流

れて行くんです。自動車業界は強いんで、時給 2,000 円、

2,500 円ほどでしたから、日本中から人いなくなってしま

うんです。私たちは実は、外国人に目をつけて、当時日系

二世、三世というのが就労を認められたんで、ブラジル人

とかがいっぱいいました。東大阪鴻池で外国人っていった

ら、うちの社員と思われるぐらいいました。多分、当時で

も30人か40人いたと思います。そういうことを経験して、

こういうことをあみ出したということです。 

 

●人材の変化 

あとは、終身雇用の崩壊です。終身雇用というのがなく

なって、今でもますますなくなりつつありますけども、定

年 45 歳とかっていう話が出てきてますけども、そういう

時代ではなくなってきているということですね。職人とい

う人たちが東大阪にはたくさんいます。うちの会社にもい

ます。こういう人たちは、実は、とても便利な存在なんで

す。いろんなテクニックを持っていて、かたや、その人が

離職したときどうなるかは大きなリスクなんです。見方に

もよるんですけど、このリスクという見方をすれば、こん

なのは若い世代のことではないんです。しかも少子高齢化

で、新しい人は入ってこない。だから、どうやって伝承す

るのかという話に行き詰まってしまうんで。だから、職人

はリスクが高いのです。逆に人の問題を解決するというこ

とは、製造業で勝っていけるはずであると。製造業の一番

弱いところは、実は人材なんです。人の問題なんです。人

さえしっかりそろえば、もちろん利益が出てくるはずなん

です。なぜ、利益が製造業は出ないかというと、よい人材

がいないということと、よいお客さんがいないということ。

この 2 つの悪い組み合わせが起こってるんです。ですから、

よい人材を入れることによって、随分と流れが変わってく

るはずなんです。本当にどこのまねでもなく、外国人を沢
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山入れて、今でも半分以上外国人なんです。少々リスクが

高いのですけども、全然問題なく実はできています。品質

も先ほど言ってました、NHK で取り上げられましたけども、

とても安定しているんです。他社よりも品質が高い。なぜ

か。簡単な話、外国人だからです。目がいい、手先が器用、

ハングリー。これは外国人だからのものです。日本人には、

やっぱり環境が違います。日本人にそれを期待しても、や

っぱり限度があります。ということで、ブラジル人とベト

ナム人を雇用しました。なぜベトナム人かって言ったら、

インスピレーションです。先ほどのキルギスじゃないです

けど、初めてベトナムに行って、何の基礎知識もなかった

んですけど、行ってみて、話ししてみて、一緒に食事して、

「ああ、この人たちは絶対いける。この人たちは多分、職

人になれる人に違いない」っていうインスピレーションで、

もうそのときに契約して、そのときから半年後ぐらいに入

り出して働き出しました。私がベトナムに行って、うちの

会社はベトナム人いるんですよって言ったら、皆さん分か

らないんで、どんな人たちかも分からない。今の人たちは

知ってますけども、「ああ、ベトコンか」っていう話しか

返ってこなかったです。今だったら、雑貨があったり、メ

コン川があったり、アオザイがあったりとかみんな知って

て、「旅行で行くんです」「そうですね、いいですね」って

なるんですけど、昔は怖いイメージしかなかったんで、私

たちはどちらかというと、奇異な目で見られて、「そのう

ちに三共は全部ベトナム人に支配されて、社長もベトナム

人になるの違うか」って、半分冗談、半分真剣に言われて

たんですけ。そこで信念を貫き通しました。 

 

●海外人材のリスク 

外国人の人材っていうのは、実は、リスクがあります。

日本人とちょっと違うリスクがあります。なぜか。これは

退職のリスクです。日本人とほぼ同じぐらい退職します。

外国人は退職しやすいからっていう人いるんですけど、日

本人と比べて、ほぼ一緒なんです。「日本人は、おたくは

退職しないんですか」って言ったら、「いやいや、うちも

たくさん辞めますよ」っていう話をされますけども、それ

ぐらいです。だから、しょうがないんです。どんなときに

辞めるかといったら、3 か月目。寂しくなってとか、3 年、

慣れてきて違うものが見えてきて、転職したいとか。結婚

する若者であれば 30 あたりで、結婚したがるんですけど

も。そのときに、祖国帰りたいよねとか。子どもが幼稚園

に行ったとき、幼稚園のその日本で教育するか、向こうで

教育するかという教育問題に当たります。それと、母国語

をどこにするか。日本語にするか、向こうの言葉にするか

という、その辺りもあります。少し年がいって、両親の不

調があったり、家長制度っていうのは、結構海外にもあり

ます。長男があとを継ぐとか、儒教なんですけども、それ

で帰りたいとか、帰らなければならないとかいう話が出た

り、子どもたちが巣立って、終の住処、どこにするかとい

うこともリスクがあります。ずっと日本にいる人は少ない

です。終の住処は、元に戻りたいという話をする人が多い

です。こういうリスクは、実は外国人にあるんですけど、

これはもう仕方がないです。これは飲み込むしかしょうが

なくて、止めるわけにいかないです。ですから、それも日

本人も一緒なんです。外国人だから、こんな特殊な問題が

あるという、捉え方が間違えているんですね、日本人も同

じなんで、同じようにリスクは抱えていて、そのリスクを

上回るだけの手を打ってほしいなあという気がします。 

実は外国人で日本で働くことができるのは、技能実習生、

高度人材、留学生、日本人の配偶者、ワーキング・ホリデ

イと、もう一つ特定技能です。今、技能実習生は、右肩下

がりになりかけてます。高度人材が伸びてきています。こ

れはもう日本人と同じ、就労権を持つんですけども、これ

は伸びてきています。日本人の配偶者も、これも外国人は

かなり入ってきてるんで、日本人と結婚するのは当然増え

てくるんです。ワーキング・ホリデイは、日本はあんまり

人気ありません。ですから、それほど実は伸びていません。 

 

●各社の人材戦略 

海外人材のリスクと育成なんですけども、これは土佐電

子さんのやり方で、こちらは、日亜化学の会社。土佐では

一番大きい会社ですけれどもヤマトプロテックという、消

化器シェアナンバーワンのヤマト消化器さんです。大和プ

ラスティックス、これ、日本では堺に本社がありますけど、

ベトナムはハノイとホーチミンで、それぞれ 1,000 名ずつ

ぐらいの人材がいます。あとタカコという、これはもとも

と東大阪にありましたけど。それぞれ企業の考え方があっ

て、外国人をどのように生かしているかとか、例えば実習

生なんかはどのようにしているかっていう方法を持って

います。ただ単に受け入れて帰してるだけでなくてという

こと。 

あと、エクセディという会社もあります。リクシル、大

同、カヤバ、日東精工、H 社、S 社。S 社はうちの会社の

ことです。H 社というのは、ノーリツの子会社のことです。

それぞれ戦略があるんですね。ただ単に人を入れて、人を

帰してるっていうものではなくて、皆さん賢く考えられて

います。 

実はそういうことを、EXEDY の考え方、LIXIL の考え方、

カヤバの考え方、日東精工の考え方、三共の考え方、これ

はノーリツの子会社の考え方。外国人がいて、技術者がい

て、派遣会社がいて、パートがいて、日本人社員がいると

いう、こういう賃金と専門性という位置で、ここに派遣社
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員入れる。さらに外国人技術者入れるというのを配置して

います。一応方向性は持っています。 

 

●多国籍について 

外国人採用におけるメリットについては、海外進出時の

人脈とか情報になります。武器になります。労働の安定供

給ということもあります。先取りで日本に単純労働者がい

なくなるんで、今のうちに入れておこうと。多様化、ダイ

バーシティです。海外の方と日本人とがお互い理解するこ

とによって国際交流になる。また、大きな話しをすれば、

世界平和につながっていくかもしれないというのが私の

考え方です。 

これはベトナム人です。アオザイがすごいきれいですけ

ど。日本人がアオザイを着ても、全然きれいくないんです

けど、やっぱりベトナム人が着たら、アオザイはものすご

くきれいです。日本人がまさに先日成人式があって着物着

て、本当きれいですけど、やっぱりお国柄の服っていうの

はよく似合います。 

こちらはミャンマー。これも全部うちの社員ですけども、

すごく控えめでいい方たちです。みんなあったかいいい人

たちでした。全部祖国で就職してます。今でも Facebook

とか、メールが来たりします。とてもみんな優秀でした。 

こちらはインドネシア。これもうちの社員たちでしたけ

れども向こうはヒジャブという、着ける人も、着けない人

もいるんですけども。最近、もう宗教の問題じゃなくて、

おしゃれで着けるということになってます。とても信頼の

おける方たちです。 

ネパール人の方々です。ネパール人も、こういう民族衣

装を着たらすごいきれいです。何か口先でいい加減なこと

を言わないというのが、ネパール人のいいところ。 

あと、タイ人。タイ人は珍しいのですけれども、うさぎ

のような民族と言われていて、すごく寂しがりです。いつ

も何か、寄ってたかって何かしています。1 人になったら

心細くなるっていう、そんな人たちです。 


